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北庄内合併協議会資料（第３小委員会資料） 
協定項目２４－（７） 保健衛生関係事業の取扱いについて   協議第  号  平成１５年１０月３１日（第８回協議会） 確 認

調整方針（案） [保健関係事業] 
（１）各種成人健康診査については、合併時に統一した方法で実施する。 

 
 
 

        成人健康診査事業 
 
 

所管部会・分科会  健康福祉部会 健康分科会 
 

現  行 
項  目 調整方針 

酒田市 八幡町 松山町 平田町
備  考 

≪集団≫               

基  本               

     必須 国保 国保、国保外区別     

必須 国保以外 せず、４項目全て。   
400 1,000 500 

  

選択 心電図 希望により省くこと 1,200   

選択 眼底 ができる。     

選択 貧血 理学なし。     

選択 ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝＡ１ｃ     

800 300 

500 

0 

  

肝炎ウィルス（Ｃ＋Ｂ）   800 800 800 0 0   

（Ｃのみ） 現行どおり実施 700 700 700 0 0   

（Ｂのみ）   200 200 200 0 0   

胃がん 現行どおり実施 1,000 1,000 1,250 1,030 1,000   

子宮がん 現行どおり実施 1,000 1,000 1,100 1,030 1,000 体部なし 

乳がん 現行どおり実施 500 300 500 500 400 
マンモ車を 

協会へ 

マンモ 現行どおり実施 900   1,000   2,000   

肺がん（読影のみ） 0 0 1,000 0 800   

（読影＋喀痰） 
酒田松山方式 

1,000 700 1,000 900 800   

大腸がん 現行どおり実施 500 500 600 300 400   

前立腺がん 現行どおり実施 700       600   

歯周疾患健診 

（含む咬合力） 
酒田方式 400 400 0   1,000 

咬合力実施

の場合のみ

400 円 

骨粗しょう症検診 酒田方式 700 700         

若年者健診 基本診 酒田方式 1,200 1,200 0   0   

 

※ 集団検診の会場は、基本的に現行のとおりとするが受診は管内どこの会場でもできるものとする。 
※ 金額は、個人負担金 

 

現  行 
項  目 調整方針 

酒田市 八幡町 松山町 平田町
備  考 

≪個別≫               

基  本 現行どおり実施 1,800 1,800     500   

肝炎ウィルス（Ｃ＋Ｂ）   1,200 （1,800） 1,200     0   

（Ｃのみ） 現行どおり実施 1,100 （1,700） 1,100     0 （）は二次 

（Ｂのみ）   600 （1,200） 600     0   

胃がん（ペプシノゲン） 実施しない         1,000   

子宮がん（頸部のみ） 1,500 1,500 3,574 1,030 1,000   

（頸部＋体部）
現行どおり実施

2,200 2,200         

乳がん 現行どおり実施 600 600 1,158 500 400   

マンモ 推進の方向             

大腸がん 実施しない         500   

              

≪一日人間ドック≫ 検診センター、市立酒田病院、本間病院、八幡病院、今後できる病院があれば加える 

基本   必須 国保 1,200 3,450     

必須 国保以外
現行どおり実施 6,000 

7,020 
  
6,010     

肝炎ウィルス（Ｃ＋Ｂ）   800 800 800 0 0   

（Ｃのみ） 現行どおり実施 700 800 700 0 0   

（Ｂのみ）   200 0 200 0 0   

胃がん 現行どおり実施 1,000 1,200 1,030 国保   

大腸がん 現行どおり実施 500 650 300 男 5,000   

肺がん（胸部Ｘ線） 現行どおり実施 0 0 0 女 6,000   

肺がん（喀痰あり） 現行どおり実施 1,100 1,100 900 国保以外   

子宮がん 現行どおり実施 1,000 1,100 1,030 男 6,000   

乳がん 現行どおり実施 500 400 500 女 7,000   

マンモ（国保） 900 0 全額自己 2,000   

マンモ（国保以外）

国保、国保外 

区別せず   1,000   2,000   

前立腺がん 実施する 700     600   

腹部エコー 全額個人負担 4,200   

9,000 
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北庄内合併協議会資料（第３小委員会資料） 
協定項目２４－（７） 保健衛生関係事業の取扱いについて   協議第  号  平成１５年１０月３１日（第８回協議会） 確 認

調整方針（案） [保健関係事業] 
（２）乳幼児の各種集団健康診査、各種予防接種事業については、当面、現市町単位でそれぞれ現行のとおりとし、合併後に調整し、統一した内容で実施する。 

 
 
 
 
 
 

所管部会・分科会  健康福祉部会 健康分科会 
 

１．乳幼児の各種集団健康診査     

(1).乳幼児健康診査       

記 載 項 目  酒 田 市 八 幡 町 松 山 町 平 田 町 

種類・実施回数 ３か月児健康診査 年２４回 ４か月児健康診査 年６回 乳児（３～４か月）健診 年６回 ３か月児健康診査 年６回 

実施場所 ９か月児健康相談 年２４回 １０か月児健康相談 年６回 乳児（９～１０か月）健診 年６回 ９か月児健康相談 年６回 

各健診の対象者数 １歳６か月児健康診査 年２４回 同左 年３回 同左  同左 年４回 

 ３歳児健康診査 年２４回 同左 年３回 同左 年２回 同左 年３回 

  酒田市民健康センター 八幡町保健センター 松山町健康福祉センター 平田町健康福祉センター 

    （３歳児健診は中央公民館）     

  約 ９００人 （３８人／回） 約 ６０人 （１０～２０人／回） 約 ４０人 （７～２０人／回） 約 ５０人 （８～１７人／回） 

  

現
行 

        

      

      

      

(2).乳幼児歯科健康診査      

記 載 項 目  酒 田 市 八 幡 町 松 山 町 平 田 町 

種類・実施回数 ２歳児歯科健診 年３回 ２歳児健康相談(歯科健診) 年３回 ２歳児歯科健診 年４回 １歳児歯科健診 年４回 

実施場所     ２歳６か月児歯科健診 年４回 ２歳児歯科健診 年４回 

各健診の対象者数      ※同日開催 ２歳６か月児歯科健診 年４回 

  酒田市民健康センター 八幡町保健センター 松山町健康福祉センター 平田町健康福祉センター 

  約 １２０人 （４０人／回） ※募集定員 約 ６０人 （２０人／回） 約 ４０人 （１０人／回） 約 ５０人 （１３人／回） 

  

現
行 
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北庄内合併協議会資料（第３小委員会資料） 
協定項目２４－（７） 保健衛生関係事業の取扱いについて   協議第  号  平成１５年１０月３１日（第８回協議会） 確 認

調整方針（案） [保健関係事業] 
（２）乳幼児の各種集団健康診査、各種予防接種事業については、当面、現市町単位でそれぞれ現行のとおりとし、合併後に調整し、統一した内容で実施する。 

 
 
 
 
 
 

 

所管部会・分科会  健康福祉部会 健康分科会 
 

２．結核予防事業      

記 載 項 目  酒 田 市 八 幡 町 松 山 町 平 田 町 

定期の予防接種 ツベルクリン反応検査 同左  各年４回 同左  各年３回 同左  各年２回 

  実施場所 ＢＣＧ接種        各年９回       

  各接種対象者数 酒田市民健康センター 八幡町保健センター 松山町健康福祉センター 平田町健康福祉センター 

     約 ９００人 （１００人／回） 約 ６０人 （１５人／回） 約 ４０人 （１３人／回） 約 ５０人 （２５人／回） 

  

現
行 

        

      

      

      

３．予防接種事業      

記 載 項 目  酒 田 市 八 幡 町 松 山 町 平 田 町 

個別接種の種類 三種混合（二種混合含む）、麻しん、風しん、日本脳炎、インフルエンザ 

  実施場所 予防接種協力医療機関 

  費用 インフルエンザ／医療機関が定める接種料金から１，５００円を差し引いた額 

      麻しん／１，０００円   

      日本脳炎／１回３００円   

  

現
行 

        

  三種混合（二種混合含む）、麻しん、風しん、日本脳炎、インフルエンザ、ジフテリア 

  予防接種協力医療機関 

  インフルエンザ／医療機関が定める接種料金から１，５００円を差し引いた額 

  ※インフルエンザ以外は無料 

  

調
整
方
針 

        

集団接種の種類 ポリオ  年１６回 ポリオ  年４回 ポリオ  年４回 ポリオ  年４回 

   実施回数 ジフテリア  年２１回 ジフテリア  年４回 ジフテリア  年３回 ジフテリア  年３回 

   実施場所 ポリオ／酒田市民健康センター ポリオ／町立八幡病院 ポリオ／松山町健康福祉センター ポリオ／平田町健康福祉センター 

   費用 ジフテリア／各小学校 ジフテリア／各小学校 ジフテリア／各小学校 ジフテリア／各小学校 

  無  料 

  

現
行 

        

 ポリオについては、現行のとおり実施する。ジフテリアについては、個別に医療機関で実施する。 
  無  料 

  

調
整
方
針         

 



北 庄 内 合 併 協 議 会 資 料（第３小委員会資料）

所管部会・分科会 市民生活部会・環境保全分科会

八　　幡　　町 調　　整　　方　　針

酒田市営葬祭場 酒田市営飛島葬祭場 八幡町立斎場

市単独 市単独 町単独

昭和５１年度 昭和４１年度 平成元年度

火葬炉：４炉
汚物炉：１炉

火葬炉：１炉 火葬炉：　１炉
汚物炉：　１炉

燃    料：白灯油
火葬時間：約９０分
建物構造：非木造
主な施設：待合室（和室３室
　　　　　含）、炉前ホール
　　　　　告別室

燃    料：重油
火葬時間：１２０分
建物構造：非木造
主な施設：なし

燃    料：灯油
火葬時間：１２０分
建物構造：非木造
主な施設：待合室２室、
          ホール、告別室

２４，１９３千円 ８７千円 ５，５６７千円

市町内 ９７１人 １人 ９１人

市町外 １１８人 　０人 　２人

計 １，０８９人 １人 ９３人

市町内 １０，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町外 ３０，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町内 ５，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町外 ２５，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町内 -

（溺死体の場合３割増） -

市町外 -

（溺死体の場合３割増） -

市町内 ５，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町外 １５，０００円

（溺死体の場合３割増） -

市町内 -

市町外 -

市町内 ８４５，０００円

市町外 ６０，０００円

－4－

公
　
営
　
墓
　
地

-

管理料（毎年納付、納入期限４月３０日）

酒田市やすらぎ霊園

酒田市大字生石字大森山２７３番地

８５２区画

①酒田市に住所を有すること
②酒田市に本籍を有すること

　３，４５７千円（繰出金等を除く）

４平方メートル　２２０，０００円
６平方メートル　３２０，０００円

４平方メートル　２，１８４円
６平方メートル　３，２７６円

管理業務委託料（平成１５年度決算）

永代使用料（申請時に１度だけ納付）

名　　　称

所　在　地

区　画　数

使用者の資格

使用料の状況（平成１５年度決算）
      -

 　　　　　　　      　　　　 ２，４５３，９００円

火
　
葬
　
場
　
の
　
使
　
用
　
料 人体の一部

無　　料

１６，０００円

２０，８００円

無　　料

　９，８００円

１２，７４０円

胎盤

項　　　　　　　　　目

炉　　数

施設概要

年間利用件数
（平成１５年度実績）

１３歳以上の者（八幡町は１５歳以上の者）

１３歳未満の者（八幡町は１５歳未満の者）

死産胎児

施設管理経費（管理委託料、光熱水費等を含む）（平成１５年度決算）

酒　　田　　市

名　　称

建築年度

運営形態

      ５００円

  １，０００円

無　　料

  ８，０００円

１０，４００円

無　　料

　酒田市のやすらぎ霊園は、昭和５６
年から東平田の丘陵地に墓地造成し、
昭和５８年から供用開始した。平成８
年に６３２区画の墓地が全て使用許可
を完了したことから、今後の墓地需用
に応えていくため、平成９年から二期
目の墓地造成に着手し、段階的に２２
０区画を整備した。
　永代使用料及び管理料については、
酒田市の例により現行のまま新市に引
き継ぐことにした。

　※　松山町、平田町については、該当がないため未掲載です。

　各火葬場で使用料体系に違いがあ
る。酒田市は、市内に居住する者は
無料とし、市外に居住する者は有料
にしているが、八幡町は町内に居住
する者についても有料としている。
　合併時には、市内に居住する者も
有料とする。
　使用料については、市内に居住す
る１３歳以上は５千円、市外に居住
する１３歳以上は２万円を基本と
し、合併時に統一する。

協定項目２４－（７）

調整方針（案）

保健衛生事業の取扱いについて

[衛生関係事業]
（１）火葬場の使用料については、有料とし、合併時に統一する。
（２）公営墓地の永代使用料及び管理料については、酒田市の例による。

火
　
葬
　
場
　
の
　
施
　
設

  ８，０００円

１０，４００円
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北庄内合併協議会資料（第３小委員会資料） 
協定項目２４－（７） 保健衛生関係事業の取扱いについて   協議第  号  平成１５年１０月３１日（第８回協議会） 確 認

調整方針（案） 
[診療所] 
（１）診療所については、現行のとおり新市に引き継ぎ、合併後に地域医療の動向等を踏まえ運営のあり方を検討する。 

 
 
  

酒田市 松山町 平田町 調整方針 

 
市立酒田病院飛島診療所 
①設置場所 
酒田市飛島字勝浦甲６６ 
 
 
②診療科目 内科、外科 
③職員数（平成１６年４月１日現在） 
 医師１人、看護師２人 
 合計 ３人 
④患者数（平成 15年度） 外来 2,575人 
⑤決算の状況（平成 15年度） 
 歳入             42,394千円 
    診療収入        9,068千円 
    一般会計繰入金    19,459千円 
    県補助金       13,421千円 
    その他収入         446千円  
 
  歳出             42,394千円 
    事業費         38,195千円 
    医療事業費       3,782千円  
    研究研修費          83千円 
        公債費           334千円 
 
 地方債の残高（平成１７年度以降償還総額） 
                1,905千円 
 
 常駐の医師がいない無医村であった飛島に、昭和３

４年３月に飛島診療所が開設され、以来今日に至るま

で島民の健康保持に必要な医療を提供している。 
 現在は、市立酒田病院の分院として業務をおこなっ

ており、現施設は昭和６２年１０月に竣工したもので

ある。 
 

 
松山町国民健康保険診療所 
①設置場所 
松山診療所 松山町字西田 8番地の 1 
地見興屋診療所 松山町大字地見興屋字前割 7番地の２ 
※地見興屋診療所には、週１回の出張診療 
②診療科目 内科、外科 
③職員数（平成１６年４月１日現在） 
 医師１人、准看護師２人（内１人は嘱託）、 
 事務２人（内１人は兼務．１人は派遣）、合計５人 
④患者数(平成 15年度)外来松診 7,750人 地診 265人 
⑤決算の状況（平成 1５年度） 
 歳入                119,713千円      
診療収入       75,686千円 

    一般会計繰入金    12,520千円 
    基金繰入金      20,382千円 
    繰越金         8,298千円 
    その他収入       2,827千円  
  歳出            112,397千円 
    総務費         49,180千円 
    医業費        42,373千円  
    基金積立金       8,324千円 
        公債費        12,520千円 
  
地方債の残高（平成１７年度以降償還総額） 
               16,205千円 
 
 地域の医療・保健・福祉の拠点施設として整備され

た健康福祉センターに併設する形で平成 5年度に整備、
複合的サービスの医療部分を担っている。 
 松山町の唯一の医療機関となっており、地域に必要

不可欠なものとなっている。 

 
平田診療所 
①設置場所 
平田町大字飛鳥字契約場 35番地 
 
 
②診療科目 内科 
③職員数（平成１６年４月１日現在） 
 医師１人、看護師２人、事務１人（兼務）、 
 医療事務１人（嘱託） 合計 ５人 
④患者数（平成 15年度） 外来 6,563人 
⑤決算の状況（平成 15年度） 
 歳入            49,536千円 
    診療収入       29,545千円 
    一般会計繰入金    11,577千円 
    基金繰入金             千円 
    繰越金         5,787千円 
    その他収入       2,627千円  
  歳出             44,090千円 
    総務費         37,219千円 
    医業費         6,771千円  
    基金積立金         100千円 
        公債費             0千円 

(一般会計に計上) 
地方債の残高（平成１７年度以降償還総額） 
              146,470千円 
 
 地域の医療・保健・福祉の拠点施設として整備された

健康福祉センターに併設する形で平成 12 年度に整備、
複合的サービスの医療部分を担っている。 
 山間部住民や交通弱者である高齢者に対して平等な医療

機会を提供している。 

 
診療所については、現行のとお

り新市に引き継ぎ、合併後に地域

医療の動向等を踏まえ運営のあ

り方を検討する。 
 

 

所管部会・分科会  健康福祉部会 健康分科会 


